
 機能を停止し、解体を待つ老朽化した建物であっても、市民の財産である

ことに変わりはなく、有効に活用されなければなりません。多くの自治体で

解体予定の建物を利用した災害対策訓練が行われております。解体予定の建

物を使用することで効果の高い現実に即した多くの実践的な訓練を実施す

ることができるのではないでしょうか。 

コンクリートやシャッター、窓や扉を破壊する訓練や破壊のために必要な

資機材の使用訓練、災害時の状況を想定した捜索救助訓練などが考えられ、

建物の解体前や解体途中など、条件が合えば、その条件に合わせてさまざま

な訓練が可能です。大規模な公共施設の解体という機会はまさに災害対策訓

練の絶好の機会であると言えます。 

解体される旧生涯学習センターの有効活用を図るべく、行政に対して質問

を行いました。 

                       （裏面に続きます） 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 昭和４７年に完成し、多くの市民にご活用いただいた

旧大和市生涯学習センターも、文化創造拠点シリウスの

完成に伴い、一部の建物を残して解体・撤去されること

が決まりました。 

 これから解体工事が行われることになりますが、大規

模公共施設の解体はそう多くはありません。解体される

施設だからこそ可能な活用方法があるはずです。 

  

 

 

 

 

大和市議会議員  あかみね太一 （３６） 
【プロフィール】昭和 55 年 11 月 27 日生まれ。   【討議資料】 

平成２７年、政党や組織の支援を一切受けずに大和市議会議員選挙に

挑戦し二期目の当選を果たす。議員活動を行いながら通信制の大学で

福祉を学び、さらに福祉関連資格の取得にも挑戦している。 

妻とダウン症の９歳の娘、５歳の長男と３歳の次男の５人家族。桜ヶ

丘在住。防災士としても活動を展開中。 

【発行・連絡先】あかみね太一ｔｅｌ＆ｆａｘ ０４６－２６８－８３３０ 

〒242-0014 大和市上和田 985-4 サンヴェール桜ヶ丘 201 

 

 

■進む旧生涯学習センターの一部解体 

 

■多様な訓練機会の創出を 

 

 



 

 
 

「みねスクエア」とは、自由に意見交換を行う少人

数の座談会です。予約や連絡、参加費用は必要あり

ません。ぜひご気軽にご参加下さい。 
●福祉・まちづくりイノベーション 
５月１４日(日)１４：００～１６：００ 
詳しくは上記をご覧ください 
●第８８回みねスクエア 
６月１１日(日)１６：００～１７：００ 
場所：渋谷学習センター  ３０７会議室 
●第８９回みねスクエア  
７月２３日(日)１６：００～１７：００ 
場所：桜丘学習センター  １０３和室 
公務や学校等により日程が変更になる場合があ
ります。恐れ入りますが参加される際はホームペ
ージなどでご確認下さい。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

あかみね太一は３６歳になりました 

 時の流れは早いもので、気がつくと３６歳になりました。思い起

こせば、３０歳で市議会議員に立候補、娘の心臓手術、長男と

次男の誕生など、多くの出来事がありました。この６年間を支え

ていただいた多くの皆様に改めて感謝を申し上げます。 

メールアドレス  info@akamine.tv 

ツイッター    ＠ａｋａｍｉｎｅｍｉｎｅ 

電話・Ｆａｘ    046-268-8330 
（恐れ入りますが、不在も多いので、ｆａｘやメールのほうが助かります） 
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 私が行った質問は以下の２点です。 

◇これまで市の施設を活用した消防訓練の実績はあるか ◇生涯学習センターを活用した消防訓練の検討について 

 消防長は「一つ目、市の施設を活用した消防訓練の実績については、平成16年に旧市立渋谷中学校の校舎解体に

合わせ、実践訓練を行っている。また、平成25年は県営大和団地においても同様の訓練を実施した。訓練について

は、削岩機による床面や壁面の破壊、建物内への直接放水、ガラス窓を破壊しての進入などが主な内容である。 

 ２つ目、生涯学習センターを活用した消防訓練を検討しているかについて、実際の建物を使用した訓練では、破

壊活動や内部への放水など実際の災害に即した訓練が可能であることから、大変効果的であると考えている。御指

摘の生涯学習センターを活用した消防訓練については、訓練の実施に向け、建物の状況や近隣住民への影響など、

解体業者や関係部署と調整を図っている。と答弁されました。 

 

■関係部署と調整を図る 

 

 

出張防災講習を行います！ 

皆様からのご要望にお応えして、防災士の私達が無料で出張

防災講習を行います。少人数でもかまいません。 

機材はこちらで用意いたします。気軽にお問い合わせ下さい。 

あわせて皆様からの様々なご意見をお待ちしております。 

メールアドレス  info@akamine.tv 

ツイッター    ＠ａｋａｍｉｎｅｍｉｎｅ 

電話・Ｆａｘ    046-268-8330 
（恐れ入りますが、不在も多いので、ｆａｘやメールのほうが助かります） 

 

■予算化とさらなる有効活用を 

 

 解体予定の公共施設がある場合、その機会をさらに有効に活用するべく、必要な予算を計上し、消防の訓練に限

らず、解体前の公共施設を使用した防災セミナーや自主防災会など一般向けの訓練メニューを提供できるようにし

ていただくこと、さらに、解体前の建物の利用法について、例えば何かのテストや評価などに使用できないか検討

を進めていただけるよう要望を行いました。公共施設の解体時の活用方法について、ぜひ市民の皆様のご意見をお

寄せいただければと思います。 
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